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ひとこと：超微量化学分析（ピコスケール物質分離・検出化学）の新展開を目指してい 

     ます。特に新規分析試薬の合成開発と分離・検出装置開発の研究を進めてお 

     り、最近では、半導体・液晶製造現場における超感度金属モニターの開発プ 

     ロジェクトを推進しています。 

 

１、分離・分析試薬の開発 

  超微量分析化学の究極目的である 

  Single molecule の同定・検出法 

の確を目指し、新規分離試薬・検 

出試薬の開発、反応・分析手法の 

開発・検出装置の開発を行ってい 

ます。 

２、溶液内イオン反応解析 

  新規開発の高精度イオン移動度測定法を 

  用いて、イオン間相互作用の定量的解析 

  を進めています。 

３．フローインジェクション分析 

  高感度分析と自動化に威力を発揮するフ 

  ローインジェクション分析(FIA)の基礎・ 

  応用研究を進めています。 

  海水への二酸化炭素溶解平衡解明、大気 

  中 NOx 測定、オンサイト分析などを可能 

  とし、さらに環境負荷化学物質の FIA 分 

  析法及び装置開発を行っています。 

４．ゼロエミッション 

  環境保全と環境分析信頼性向上を目指し、 

  ゼロエミッション/オンサイト分析法の 

  研究を進めています。 

  携帯型ミクロ FIA を世界に先駆けて完 

  成させました。 

５．超高感度金属モニターの開発 

  半導体や液晶製造工程に有効な超高感度 

  金属モニターの開発を、東京都、NEDO、 

  経済産業省等の助成を受け、進めています。 

キーワード：反応分析化学、有機試薬、超微量分析、ＦＩＡ、スペクトロスコピー、 

      フロー分析化学 
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キーワード用語集（本水昌二先生） 

 

応分析化学・・・・・分析化学の主要な 3領域である分離化学、精製化学、検出化学

を、化学反応を主な手段として用い、展開する学問領域。これ

らに必要な分離試薬･反応及び分離手法、精製試薬･反応及び精

製法、検出試薬・反応及び検出法などを研究する分析化学。 

  

有機試薬・・・・・・分離･精製･検出に用いられる分析試薬のうち、有機化合物のも

のをいう。金属イオンと反応するキレート試薬、陽イオン、陰

イオンと反応するイオン会合試薬、固体状の捕集･濃縮剤の各

種樹脂（イオン交換樹脂、キレート樹脂など）がある。 

 

 超微量分析・・・・・ppm～ppb（100 万分の１～10 億分の 1）程度の濃度範囲を対象

とする微量分析、sub-ppb～ppt（10 億分の 1以下～1兆分の１）

程度を対象とする超微量分析、最近では ppq（千兆分の１）も

超微量分析の対象となってきた。 

 

 ＦＩＡ・・・・・・・フローインジェクション分析法のことで、反応試薬液の流れの

中へ一定量の試料を注入すると、流れている間に試料は分散し、

試薬液と混合・反応する。その反応生成物を下流に備えた検出

器で検出することにより、測定する化学分析法。化学分析の高

度化（感度、精度、正確さ、簡便性、迅速性等の向上）に有用

な分析手法。特に化学分析の自動化と測定感度の向上に威力を

発揮する。現場分析も可能なバッテリ駆動の携帯型装置も開発

されている。 

 

 スペクトロスコピー・・・光の吸収、発光の強度を測定することに基づく分析法の総

称。分析対象物質に特有のある波長の光の吸光度を測定する方

法（紫外、可視吸光光度法、原子吸光光度法など）、分析対象

物質が励起された状態から低いエネルギー状態に戻るときに

発する光の強度を測定する方法（ＩＣＰ－ＡＥＳ、フレーム分

析法などの発光分析）などがある。最近では、誘導結合プラズ

マ（ＩＣＰ）を用いて高温で原子をイオン化状態にし、そのイ

オンが発する光の強度を測定に用いる発光分析法（ＩＣＰ－Ａ

ＥＳ）、イオンを質量分析計で測定する質量分析法（ＩＣＰ－

ＭＳ）などが高感度分析法として用いられている。これらの方

法では、数分間という短時間で 30-60 元素が同時に測定できる。 

 

 フロー分析化学・・・流れに基づく分析法を展開する分析化学。基本となる FIA、流

れに分離カラムを挿入した高速液体クロマトグラフィー、イオ

ン交換カラムを挿入し、イオン分析を主眼としたイオンクロマ

トグラフィー、イオン移動度の違いによる分離を用いるキャピ

ラリー電気泳動法などを対象とする。 


